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1 まえがき 

eCall システムは欧州で開発が始まり，その後，各国が欧州規格

をベースに独自のシステムを構築してきた。eCall システムには複

数の規格が存在するが，基本的な流れは以下のとおりである。

eCall 実行時，車載システム(IVS)と緊急通報センター(PSAP)の間

では緊急通報が使用される。 

 

図 1 eCall 概要 

（1） 事故発生 

事故発生時， eCall 搭載車両は強い衝撃などをトリガー

に，自動的に緊急通報センターへ緊急通報を開始する。 

（2） MSD 送信 

車両の位置情報を含む事故情報 MSD(Minimum Set 

of Data)を緊急通報センターへ送信する。緊急通報セン

ターは，受信した情報を救助活動に活用する。 

（3） 音声通話 

MSD 送信完了後，車両に搭載されたマイク・スピーカを

用いて，緊急通報センターとの音声通話を開始する。 

欧州 eCall では，通信方式として W-CDMA/GSM を使用し，

MSD や音声データの送受信には PSTN（公衆交換電話網）が利

用される。欧州では 2018 年 1 月から，新規登録車への eCall 搭載

が義務化されている※。 

次世代システムである NG eCall(Next Generation eCall)は，

従来の eCall に代わる仕組みとして開発が進められ，2026 年 1 月

から NG eCall での型式認定が義務化される。NG eCall では，通

信方式に LTE(Long Term Evolution)/NR(New Radio)を採用し，

緊急通報センターとの通信に SIP(Session Initiation Protocol)お

よび RTP(Real-time Transport Protocol)を使用する。これにより，

音声品質やデータの信頼性が向上している。 

一方，欧州では LTE ネットワークの未整備地域が残っていること，さ

らに W-CDMA/GSM の停波が延伸していることから，NG eCall と従来

eCall を組み合わせた Hybrid eCall 技術への注目が高まっている。 

eCall は緊急通報を扱う性質上，実際のモバイル通信回線を使

用した事前確認が困難であるため，自動車メーカー，車載器ベン

ダー，モジュールベンダーから試験用シミュレータ環境が強く求め

られている。 

こうしたニーズに応えるため，以下に記載する eCall 試験ソリュー

ションを開発・提供してきた。eCall，NG eCall，Hybrid eCall はい

ずれも欧州で規格化されたシステムであるが，欧州規格をベースに

各国独自のシステムも開発されている。その一例として，韓国の

South Korean eCall が挙げられる。 

表 1 eCall 試験ソリューション Support 状況 

地域 名称 Support 状況 

欧州 eCall Supported 

欧州 NG eCall Supported 

欧州 Hybrid eCall Supported 

韓国 South Korean eCall Supported 
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［要  旨］ 欧州および各国では，自動車事故発生時に緊急通報を行うことで人命救助活動の迅速化を目的とした

eCall(emergency call)システムが以前より運用されている。モバイルネットワークが W-CDMA/GSM から

LTE/NR へ移行する流れの中で，NG eCall(Next Generation eCall)規格が新たに策定され，欧州では

2026 年 1 月より NG eCall による型式認定が義務化される。車載モジュールは型式認定に対応するため，NG 
eCall 適合試験（EN17240:2024 規格）に合格する必要がある。eCall は緊急通報を用いる仕組みであるた

め， 実際のモバイル通信回線を使用した事前確認が困難であり，試験用シミュレータ環境が不可欠となる。ア

ンリツは，NG eCall 適合試験（EN17240:2024 規格）に準拠した NG eCall 試験ソリューションを提供してき

た。一方，欧州ではカバレッジ拡大を目的として，NG eCall と従来の eCall を組み合わせた Hybrid eCall へ

の需要が高まっている。これに伴い，試験用シミュレータ環境に対する要求も増加している。アンリツは業界で

初めて，Hybrid eCall 適合試験（EN18052:2025 規格）に対応した試験ソリューションを提供した。 

1



アンリツテクニカル No. 101 Mar. 2026 (2) 次世代 eCall(emergency call)向け試験ソリューション開発

近年特に注目されている欧州の NG eCall および Hybrid eCall

に焦点を当て，これらの開発の詳細について説明する。

※ 2026年1月 欧州NG eCall義務化開始により，欧州eCall搭載義務は廃止

2 規格 

欧州における eCall，NG eCall，Hybrid eCall の規格は，CEN

（欧州標準化委員会）と ETSI（欧州電気通信標準化機構）によって

策定されている。車載モジュールベンダーは，モジュールに実装さ

れた eCall 機能がこれらの規格に適合していることを証明するため，

CEN/ETSI が定める適合試験(Conformance Test)に合格する必

要がある。適合試験の規格は，車載システム向け試験項目と緊急

通報センター向け試験項目に分かれている。NG eCall および

Hybrid eCall 試験ソリューションを開発するにあたり，これら両方の

試験項目を満たす製品を実現した。

2.1 EN17240:2024 規格 

EN17240:2024 は，欧州 NG eCall の適合試験規格である。

2026 年 1 月から新規登録車への NG eCall 搭載が義務化される

ため，車載システムは，車両の型式認定試験までにEN17240:2024

の車載システム試験項目に合格する必要がある。

2.2 EN18052:2025 規格 

EN18052:2025 は，欧州 Hybrid eCall の適合試験規格である。 

2025 年 12 月現在，Hybrid eCall はまだ義務化はされていない

が，カバレッジ拡大に対して効果があることからメーカーの関心は

高く，試験需要も増加している。EN17240:2024 の試験は LTE セ

ルのみが存在する環境で実施されるのに対し，EN18052:2025 の

試験は，LTE セルと，W-CDMA セルまたは GSM セルのどちらか

が存在する環境で実施される。

3 市場・顧客 

eCall 試験ソリューションは，主に車載システム適合試験（例：

EN17240，EN18052）を目的として利用されている。 

ユーザー：自動車メーカー，車載器ベンダー，モジュールベンダー

使用目的 1：車載システム適合試験(EN17240，EN18052)  

使用目的 2：車載システム eCall 機能試験（モビリティ，準正常試験） 

使用目的 3：車両型式認証試験 

4 eCall 試験ソリューション全体構成 

eCall 試験ソリューションは，緊急通報センターとしての機能をシ

ミュレーションする MX703330E と，モバイル通信回線の挙動をシ

ミュレーションする疑似基地局装置(MD8475A/B，MT8000A，

MX800070A) ， お よ び 試 験 実 施 を 自 動 化 す る ツ ー ル で あ る

MX847503A で構成される。

MX703330E は，各種 eCall 規格に対応した試験機能を備えて

おり，ユーザーは対象となる eCall 規格を選択することで，指定され

た規格に基づく試験を実施することができる。

疑似基地局装置として，W-CDMA/GSM/LTE に対応した

MD8475B と，LTE/NR に対応した MT8000A を使用している。 

MX847503A は，試験のマニュアル操作や PASS/FAIL 判定を

自動化するツールであり，各種テストシーケンスをパッケージ化した

テストパッケージを実行することで，試験実施を自動化できる。NG

eCall や Hybrid eCall を含む車載システム適合試験に対応したテ

ストパッケージ製品を開発している。

図 2 eCall 試験ソリューション全体図 

5 NG eCall 試験ソリューション 

NG eCall 適合試験（EN17240:2024 規格）に準拠した NG 

eCall 試験ソリューションを実現するためには，以下の 3 つの機能

が技術的要件となる。

・ 疑似基地局機能

・ 緊急通報センター NG eCall 準正常機能

・ 緊急通報センター NG eCall In-band 機能

5.1 疑似基地局機能

車載システムが LTE セルに接続する際，基地局は車載システム

に対して，LTE セルとの接続に必要な制御信号を送信する。この

制御信号は，報知情報(Broadcast Information)と呼ばれている。

報知情報には，3GPP TS36.331 Release14 以降で定義される

「eCall over IMS Supported(ECL)」というパラメータが含まれてい
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る。ECL パラメータは，LTE セルが NG eCall 接続をサポートして

いるか否かを示す。NG eCall 適合試験では，この ECL パラメータ

の値に応じて車載システムの動作が変化することを確認する試験

項目が存在する。これに対応するため，疑似基地局装置に対して，

ECL パラメータを設定した報知情報を送信できる機能を実現した。 

車載システムが LTE セルに対して接続を要求した際に，LTE セ

ル側から接続が拒否される場合がある。NG eCall 適合試験では，

この接続拒否が発生した場合の車載システム動作を確認する試験

項目がある。この試験機能に対応するため，疑似基地局側で接続

要求を拒否する機能を実現した。図 3 は参考例である。車載システ

ムからの接続要求（NAS：PDN Connectivity Request メッセージ）

に対して，疑似基地局側で接続拒否（NAS: PDN Connectivity 

Reject メッセージ）を返すことで，接続を拒否している。 

 

図 3 接続拒否機能 

5.2 緊急通報センター NG eCall 準正常機能 

車載システムが緊急通報センターに対して NG eCall 接続を要求

した際，緊急通報センター側から接続が拒否される場合がある。NG 

eCall 適合試験では，この接続拒否が発生した場合の車載システム

動作を確認する試験項目があり，この試験は「NG eCall 準正常試

験」と呼ばれている。車載システムから緊急通報センターへの NG 

eCall 接続要求は SIP で行われる。この試験機能に対応するため，

MX703330E において NG eCall 準正常試験機能を実現した。図

4 は，NG eCall が正常に接続する際のシーケンス図である。 

 

図 4 NG eCall 正常シーケンス 

図 5 は，NG eCall 準正常機能を用いた場合のシーケンスの参

考例である。車載システムからの NG eCall 接続要求 (SIP: 

INVITE)に対して，緊急通報センター側が SIP: 486 Busy を返す

ことで，接続を拒否している。 

 

図 5 NG eCall 準正常シーケンス 

5.3 緊急通報センター NG eCall In-band 機能 

車載システムは従来型 eCall と NG eCall の両方に対応してい

る一方で，緊急通報センター側は従来型 eCall のみ対応している

場合がある。車載システムは，まず NG eCall を用いて緊急通報セ

ンターとの接続を試みるが，緊急通報センターから特定の接続拒否

メッセージを受信すると，LTE ネットワークを使用しつつ，従来型

eCall に切り替えて通信を継続しようとする。この場合，車載システ

ムおよび緊急通報センターは，従来型 eCall で使用される「in-

band modem」を用いて MSD を音声データに変調し，RTP にマッ

ピングして送信する。この動作は「NG eCall In-band」と呼ばれる。 
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NG eCall 適合試験には，車載システムの NG eCall In-band 機

能が正しく動作することを確認する試験項目が含まれている。この

試験項目に対応するため，MX703330E では NG eCall In-band

機能を実現した。図 6 に，NG eCall から NG eCall In-band に移

行する際の車載システムと MX703330E の動作を示す。 

6 Hybrid eCall 試験ソリューション 

Hybrid eCall 適合試験（EN18052:2025 規格）をシミュレーショ

ン環境で実施するためには，LTE，W-CDMA/GSM，NR に対応

した疑似基地局装置が必要である。W-CDMA/GSM/LTE 対応の

MD8475B と，NR/LTE 対応の MT8000A を組み合わせることで，

規格を満たすシミュレーション環境を構築した。 

Hybrid eCall では，車載システムから緊急通報センターに対し

て eCall 接続要求と NG eCall 接続要求が混在する。そのため，緊

急通報センターとして必要な要件は，両方の接続要求を同時に待

ち受けることである。この要件に対応するため，MX703330E にお

いて同時待ち受け機能を実現した。また，ユーザーが緊急通報セ

ンターの接続状態を分かりやすく確認できるようにするため，

MX703330E の PSAP Status 画面に接続状況を表示する機能を

実現した。 

 

図 7 MX703330E PSAP Status 画面 

7 NG eCall/Hybrid eCall 適合試験 テストパッケージ  

NG eCall 適合試験（EN17240:2024 規格）および Hybrid 

eCall 適合試験（EN18052:2025 規格）には多数の試験項目があ

り， 各試験手順は複雑である。試験自動化ツール MX847503A は，

MX703330E を外部制御することができる。 

MX703330E の GUI 操作手順および試験確認手順をテスト

ケースとして作成し，MX847503A 上で実行することで，eCall 試験

の自動化が実現できる。この MX847503A 用テストケース集をテス

トパッケージと呼んでいる。NG eCall 適合試験（EN17240:2024

規格）および Hybrid eCall 適合試験（EN18052:2025 規格）に対

応したテストパッケージ製品を開発した。 

図 6 NG eCall In-band 動作 
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図 8 テストケース実行画面(EN17240:2024) 

テストパッケージ製品では，テスト結果をログデータとして保存し，

そのログデータからテストレポートを生成することができる。レポート

は PDF 形式で出力・保存することができる。 

 

図 9 テストレポート(EN17240:2024) 

8 むすび 

欧州で主流となる NG eCall および Hybrid eCall の試験需要

に応えるため，アンリツは，NG eCall適合試験（EN17240:2024規

格）および Hybrid eCall 適合試験（EN18052:2025 規格）に対応

した eCall 試験ソリューションを開発した。さらに，ユーザーが容易

に適合試験を実施できるよう，試験自動化ソリューションであるテス

トパッケージ製品を開発した。 

eCall は，自動車事故発生時の迅速な救助活動を実現する重要

な仕組みである。今後は，世界各国で交通インフラの高度化が進

む中，新たな規格の策定・導入が一層加速することが予想される。

アンリツは，こうしたグローバルな安全要求と規格動向を先取りし，

試験ソリューションを提供することで，モビリティ社会における安全

性の実現に貢献していく。 
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